医薬品分野における人材育成に関する研究 : マラウイの保健医療従事者に対する教育研修の分析調査 by アラキ, キョウコ & 荒木, 京子
Osaka University
Title医薬品分野における人材育成に関する研究 : マラウイの保健医療従事者に対する教育研修の分析調査
Author(s)荒木, 京子
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/57695
DOI
Rights
22
氏 名
【８】
荒あら 木き 京きょう 子こ
博士の専攻分野の名称 博 士（人間科学）
学 位 記 番 号 第 ２３３３０ 号
学 位 授 与 年 月 日 平 成 21 年 ９ 月 25 日
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当
人間科学研究科人間科学専攻
学 位 論 文 名 医薬品分野における人材育成に関する研究－マラウイの保健医療従事者
に対する教育研修の分析調査－
論 文 審 査 委 員 (主査)
教 授 中村 安秀
(副査)
教 授 堤 修三 准教授 草郷 孝好
論 文 内 容 の 要 旨
21
－
81－
24
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
23
－
82－
を指摘している。本章では、 7 ラリア、肺結核、 HIV/エイズなどの感染症による死亡や国外への頭脳流出が、保
健医療人材の不足に影響を与えていることを論じた。
第3章においては、保健医療人材不足の世界的な状況、保健医療人材をめぐる問題点、持続的保健人材の確保、
保健医療人材不足にかかる国際的な取り組みについて論じた。保健医療人材不足について論じるとともに、世界
の薬剤師の現状と課題について、先進国の薬剤師不足問題、開発途上国から先進国への移動、開発途上国内にお
ける人員配置の都市部と地方の地域格差についても論じた。特にアフリカの薬剤師の現状と課題について、労働
環境、国外への移動、人材不足を補うための教育政策や薬剤師協会の取り組みについて論じた。薬剤師といって
も、アフリカでは先進国と保健医療事情が異なるので、期待される役割や勤務形態が異なる。薬剤師教育を 自国
で行い学生定員を増やしても、優秀な卒業生は欧米諸国に移住するととになる。アフリカ諸国の薬剤師の現状と
課題をレビューしたあと、 7 ラウイにおける保健医療従事者の現状と課題、医薬品専門家の現状と課題について
詳細に論じた。
第4章では、調査の概要、対象と方法について述べた。 7 ラウイにおける現地調査は、 2008年7月から9月にかけ
て実施した。調査対象機関は、 保健省、国連機関、国際NG口、医師会、看護師助産師協会、保健医療機関(中央病
院、県病院、 CHAM病院、 Rural病院、へノレスセンター)、保健医療従事者を養成する教育機関(大学薬学科、看
護大学など)、医薬品のロジスティックに関わる中央医薬品倉庫、地方医薬品倉庫なrであった。保健省あるい
は県保健局からの紹介状をもとに、所属機関の許可を得て、質問ガイドを使用し一対ーの対面方式によるインタ
ピュー調査を行った。公用語は、英語とチチェワ語であるが、調査は英語で行った。
調査にあたり、大阪大学大学院人間科学研究科共生学系研究倫理委員会の承認を得た。保健医療機関22施設の
調査結果から第三次、第二次医療機関の中央病院と県病院においては医薬品専門家である薬剤技術者が配置され
ていたが、第 次機関のRural病院とへノレスセンターでは医薬品専門家は配置されておらず、医助手と看護部が
薬局責任者として業務を行っていた。いずれの保健医療機関においても、薬局では人材不足が著明であっ在。経
験年数の長い薬剤技術者はln-servicetrainingを受ける機会が多かったが、経験年数5年以下の薬剤l技術者は、
受講の機会が少ないかあるいは受けていないことが明らかになった。医助手や看護師はARV取り扱い業務に就く前
にIn--::servicetrairiingを受ける機会があった。教育機関の調査から、教室や学生寮の収容人数、また講師の人数
に限りがあるため学生数を増やせない問題を抱えていた。図書については、 1980年代や1990年代のものが多く、
最新の医療知識の習得は困難であり、専門雑誌は価格が高いためにほとんど整備されていなかった。インターネ
ットから最新の医薬学情報を得ることは可能であるが、高い接続料以外にも、アクセスが遅く、大量の情報収集
には不適な環境であった。また、援助機関からは、カリキ Z ラムの見直しなど様々なプロジェクトを通じて資金
提供を受けていた。医薬品関連のIn-servicetrainingとしては、ユニセフ、 WHOなどの国連機関、欧米の二国間
援助機関、国際NGOなどが結核、抗エイズ薬、マラリア薬、医薬品管理システムなどの研修を行っていたが、相互
の調整はほとんど見られなかった。
第5章では、調査結果からPre-servicetrainingの問題と解決に向けて学生数を増やすための施設設備の充実、
講師を増やすための職員住宅の充実や教育研修の提供のために政府や援助機関の協力が必要であるととを論じた。
次にIiJ.-servicetrainingの問題と解決に向けて、今後は;政府を中心に援助機関が協働することにより 、少なく
とも1施設にi人は医薬品に関するトレーニングを受けた人材を配置できるシステム作りが必要であることを論じ
た。
実際に多くの保健医療機関で医薬品業務を担当していたのは、医助手、看護師/助産師などであり、そのほとん
と1土十分なPre-servicetrain，ingを受けていなかった。また、医薬品関連のIn-servi ce-train ingとしては、国連
機関や国際NGOが結核、抗エイズ薬、マラ リア薬、 管理システムな"の研修を行っていたが、相互の調整はほとん
ど見られなかった。現在、マラウイでは、抗エイズ薬の適切な処方や医薬品管理をめざし、薬剤師教育にドナー
機関からの支援が始まっているが、薬剤師は教育年限が長い上に一人当たりの教育費が非常に高い。全国に約900
カ所あるへノレスセンターやクリニツクなどに最も必要とされていたのは、医薬品専門家としては、薬剤師ではな
く、教育年限が2年と短く、教育費の安い薬剤助手であった。このようなコミュニティ・レベノレで勤務する専門家
は、他国に流出することも少なく、人材育成の効果がそのまま地域に還元できる。
本論文は、マラウイにおける保健医療機関の医薬品取り扱い従事者に関するPre-servicetrainingおよび
In-service trainingの現状と課題を明らかにした初めての論文であり、保健医療分野における人材育成に関する
新たな視座を提示することができた。また、医薬品取り扱い従事者の職種と人数の実態に関する研究は非常に少
なく、 7 ラウイを含むサブサハラ・アフ 3カで、薬局責任者を兼ねている医助手や看護師の実態を明らかにした
貴重な研究となった。
保健医療分野における人材育成は国際社会の大きな課題であり、 WHO(世界保健機関)
においても特にサブサハラ・アフリカにおける人材育成に積極的に取り組んでいる。著者
は、以前に青年海外協力隊や国際協力機構の医薬品専門家として活動した実績を活かし、
サブサハラ・アフリカの最貧国の一つであり、保健医療指標も悪いマラウイを対象国にし
た。保健医療機関の医薬品取り扱い従事者に関するPre"servicetrainingおよびIn"service
trainingの現状と課題を網羅的に明らかにすることにより、国際保健分野における人材育
成のあり方を考察した。
マラウイでは、人口1，390万人に対して、薬剤師は58名に過ぎず、その多くが政府保健
医療機関ではなく、民間企業やNGOなどに勤務していた。実際に多くの保健医療機関で医
薬品業務を担当していたのは、医助手、看護師/助産師などであり、そのほとんどは十分な
Pre"service trainingを受けていなかった。また、医薬品関連のln"servicetrainingとして
は、国連機関や国際NGOが結核、抗エイズ薬、マラリア薬、管理システムなどの研修を行
っていたが、相互の調整はほとんど見られなかった。今後は、政府を中心にドナー機関が
協働することにより、少なくとも一施設に 1人は医薬品に関するトレーニングを受けた人
材を配置できるシステム作りが必要で、ある。
本論文は、マラウイにおける保健医療機関の医薬品取り扱い従事者に関するPre"service
trainingおよびln"servicetrainingの現状と課題を明らかにした初めての論文であり、保健
医療分野における人材育成に関する新たな視座を提示することにより、国際保健医療協力
に関する実践的研究に大きな貢献を果たした。本研究の独自性は国際的にも高く評価され、
博士号授与にふさわしいと判断された。
